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上田市内中心部でのジャズライブ活動(お寺でのライブ、街角でのライブ)について 

                                                                                     布施修一郎（6組） 

 

去る 3月 2日(土) 15:00 より、地域活性化の一助として上田市内中央の浄楽寺本堂にて、私を含め、上小地区

在住のプロフェッショナル並びにアマチュアのコンボによるジャズライブが開催され、120 名強の聴衆に聞いていただき

盛り上がりました。 

浄楽寺に於けるライブは、二度目であり、前回(90 名)よりも参加者が多かったことに、いささか驚きつつも、嬉しく

想いました。 

今回のライブは、信濃毎日新聞の取材を受け、3 月 3 日の東北信版に掲載されたので、その記事の写しを下に

に掲載します。 尚、次回の開催予定は来年、2014年 4月 12日 (土)です。 

 

 

一方、地方都市中心部の空洞化が言われ始めてから久しいのですが、上田市の場合も御多分に洩れず同様

です。 学生時代からジャズ演奏に親しんできた私は、毎週末の土曜日 18:30より松尾町の「フードセンター」又は、原

町の「新感性りんご」に於ける、街角ジャズコーナーに月 1回は出演しています。 このイベントは、演奏メンバーの一

人片桐秀樹君(上田高校 85期卒、丸子町在住、ギタリスト)をコーディネーターとして、2011年 9月より開催し続けて

います。 この行動が、土曜日の夜だというのに閑散としている街中の賑わいへの一助となってくれればとメンバー

(ジャズ演奏者)は願っています。 
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最近は、このような動きをマスコミが取り上げてくれ、昨年 12月に信濃毎日新聞の東北信版に写真（次ページ）

が載りました。 尚、上田市内中心部でのジャズライブ活動の状況報告は、この 4月より簡単な HPのような形でネット

にアップしています。 http://music.geocities.yahoo.co.jp/gl/uribashiyunin 

 

また、常連客の女性から有難いメールを戴いていますので、以下に記します。 

 

「商店街の行く末を心配し力になりたいと願いを込め、頑張っている皆さんを見て私も元気を貰っています。 １０

年程前にラジオで聞きました。 少子高齢化に人口減少社会、若年者を取り巻く労働環境の悪化等、いずれ皆が一

人一台の車を所有出来なくなる時代が来るそうです。 そうなった時、歩いて行かれる地域の商店街が必要になる

＆見直されるそうです。 

商店街にお客さんを

呼び込もうと努力して

いる姿が素晴らしいで

す。 何年か、何十年か

後に『あの時皆さんみ

たいに頑張ってくれる

人達がいて良かった』

と思える時代が来ると

信じています。 」 

 

「継続は力なり」に

なるよう、気持ちを込

めて、上記のような活

動を今後も続けて行く

意気込みでおります。 

尚、街角ライブ、ジャズ

コーナーの演奏は、

YouTube    mjc3625

にアップしています。 

http://music.geocities.yahoo.co.jp/gl/uribashiyunin

